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 会 議 録 
 

１ 会議の名称        令和元年度熊取町青少年問題協議会 

 

２ 開催日時          令和元年７月１０日（水） 午後６時 ～ 午後７時３０分 

 

３ 開催場所          熊取交流センター（煉瓦館） コットンホール 

 

４ 議題            案件１．副会長の選出について 

４ 議題            案件２．青少年の現状について  

４ 議題            案件３．子どもを守る取組みについて 

４ 議題            案件４．各委員の活動内容の報告及び意見交換について 

４ 議題            案件５．その他 

 

５ 公開・非公開の別     全部公開 

 

６ 傍聴者数          ０人 

 

７ 審議等の概要         

案件 1．副会長の選出について 

  ・委員の互選により、小玉委員が副会長に選出された。 

 

案件２．青少年の現状について 

・泉佐野警察署生活安全課より最近の青少年をめぐる犯罪等の状況について報告。 

 ⇒ 大阪府警管内の青少年非行情勢として、平成 30年は、2,804人（前年比－333人）と検挙・補導

人員は減っている。ただし、特殊詐欺や薬物に関しては増加の傾向にある。 

 ⇒ 泉佐野警察署管内の青少年の検挙・補導人員は４５人（前年－９人）。主な犯罪は窃盗となって

いる。 

 

  ・事務局（学校教育課）より平成 30年度における町立小・中学校における青少年の問題行動 

   について報告 

 ⇒ 児童・生徒の不登校の原因は、家庭的要因や本人の気持によるものがほとんどで、関係機関 

     関   と連携して対応していくことが肝要。対応の１つとして、全小学校に SSW（スクールソーシャル

ワーカー）を配置している。 

 ⇒ 喫煙や深夜徘徊は大きく減少している。一方で、スマホや SNSによるトラブルが増加している。

平成３０年度も、生徒のスマホの所持状況を経年で調査する等、現状の把握と課題に対応する

策を講じている。 

 ⇒ 暴力行為については、中学校では減少しているが、小学校では増加傾向にある。 

  ⇒ いじめ認知件数は平成３０年度で７７件 

案件３．子どもを守る取組みについて 

  ・熊取安全パトロール隊より活動を報告。 

⇒ 安全・安心なまちづくりを目指して、パトロールや子どもたちの登下校の見守りを重点的に実施

している。 

⇒ 青少年の健全育成に向けて、夜間パトロールを実施し、巡回・声かけを行っている。 

 

・事務局（生涯学習推進課）より子どもを守る取組みについて報告。 

⇒ 子どもたちの登下校等の安全を見守るボランティア活動「子ども見まもり隊」に、６月末 
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現在で２４３名の方にご協力いただいている。 

⇒子どもの安全・安心な子どもの居場所づくりを目的とした「くまとり元気広場」や地域の協力に

より、子どもたちの安全を見守る毎月８日の「子ども安全デー」や「こども１１０番の家」等さ

まざまな取組を実施している。 

 

【質問】 

委員 見守り活動中に研修会があったということを聞いたがなぜか。 

⇒ 土日に行っている。 

委員 不登校は家庭的背景があると報告があったが、どのようなのもか。 

⇒ 家から送り出すことが困難。 

委員 安全マップ更新作業時、この場所に防犯カメラがあったらということはあったか。 

⇒  聞いていない。ただし、防犯カメラの位置は、今回新しくマップ上に表示している。 

委員 この安全マップは完全にフォローできたか。 

⇒ 100％とは言えないが、毎年、できる範囲で更新していく。 

 

 

案件４．各委員の活動内容の報告及び意見交換について 

 

【活動内容の報告】 

 ⇒ 「民生委員児童委員協議会」について説明があった。 

 

【意見交換】 

・小・中学校校長代表から意見 

   ⇒ SNSの動画配信内容が犯罪に近いものでも、子どもたちの中では、普通になってきているの

で、感覚が麻痺してきている。これに伴い、犯罪等に一歩踏み出すハードルが低くなってきて

いる。学習や家庭の中で教育が行われる必要がある。 

  ・大阪体育大学 浪商中学・高等学校より報告 

   ⇒ 登下校の時間帯に教職員が現地で交通マナー等を指導している。 

 

   

８ 会議の情報        根拠法令等  地方青少年問題協議会法 

              設置期間   昭和 49年 6月 21日～ 

              所轄事項   青少年の指導、育成、保護及び矯正に携わる機関及

び団体等の有機的統一を図り、連携してこれらが総

合的対策を樹立するとともに、青少年の健全育成を

図る。 

               委員数    ２１人 

 

９ 担当課          生涯学習推進課 

 

 

 

  

 

 


